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歓遊舎ひこさんにひな人形が登場
　道の駅歓遊舎ひこさんのロビーに、ひな人形が登場しました。感染症対
策をして歓遊舎へ行ったゆずちゃんも、その豪華さにびっくり。うっとり見
とれてしまったようです。ひな人形は３月７日日まで見ることができます
ので、皆さんも感染症対策をしっかりして歓遊舎へ出かけませんか。
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ＩＣＴやＩｏＴ、ＡＩ、５Ｇって何？

最新技術で変わる
わたしたちの生活

ひこちゃん＆ゆずちゃんと一緒に考えよう
デジタル化で見えてくる便利で快適な未来

問 役場防災管理課情報管理係（☎82-4002）

Ｉ

ひこ
デジ

　

人
口
減
少
、
高
齢
化
、

経
済
の
長
引
く
低
成
長
と

い
っ
た
状
況
下
に
あ
る
今

の
日
本
。
世
界
の
人
口

は
、
増
加
し
続
け
て
い
ま

す
が
、
日
本
の
人
口
は

２
０
１
０
年
を
ピ
ー
ク
に

減
少
に
転
じ
て
い
ま
す
。

特
に
高
齢
化
で
は
、
日
本

は
ア
ジ
ア
諸
国
と
比
較
す

る
と
約
20
年
先
行
し
て
お

り
、
産
業
・
地
域
の
姿
や

雇
用
・
労
働
環
境
な
ど

様
々
な
方
面
で
、
こ
れ
ま

で
誰
も
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
よ
う
な
構
造
変
化
を

も
た
ら
す
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

は
、
人
口
減
少
・
高
齢
化

人口減少とコロナ禍
課題解決に向け進む
デジタル化社会

に
伴
う
社
会
課
題
の
解
決

や
、
生
産
性
向
上
に
よ
る

経
済
成
長
力
の
維
持
・
増

加
に
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、「
Ｓ

※

ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

５
・
０
時
代
」に
向
け
て
、

社
会
全
体
で
の
デ
ジ
タ
ル

変
革
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
テ

レ
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
、
遠
隔
診
療
と
い
っ

た
３
密
回
避
の
対
応
が
求

め
ら
れ
、
デ
ジ
タ
ル
化
が

さ
ら
に
加
速
。
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
も
、
多
く

の
皆
さ
ん
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
で
参
加
す
る
な
ど
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
デ
ジ

タ
ル
化
が
さ
ら
に
進
ん
で

い
る
状
況
で
す
。

　

今
月
号
で
は
、
デ
ジ
タ

ル
社
会
を
支
え
る
最
新
技

術
に
つ
い
て
紹
介
し
、
そ

の
技
術
で
わ
た
し
た
ち
の

生
活
が
ど
う
便
利
に
、
そ

し
て
ど
う
快
適
に
な
る
の

か
を
特
集
し
ま
す
。

何？

えよ
な未来

う
来

添
田
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ひ
こ
ち
ゃ
ん

添
田
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
　

ゆ
ず
ち
ゃ
ん

日本は人口減少、
高齢化、長引く低成長
の状況下にある
らしいひこ～
自分で調べた
ひこ～

総務省の資料では、日
本は人口減少、高齢化、
経済の低成長に加え、
コロナ禍にあり、
大変な状況です

Ｚ
Ｚ
Ｚ
…

少、
低成長
ある
～
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　
　
　

調
べ
物
を
す
る

　
　
　
　
　
　
　

ひ
こ
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

文
鳥
の

ぶ
ん
ち
ゃ
ん
と

こ
た
つ
で

寝
る
ひ
こ
〜

寝
る
ひ
こ

　　ひこちゃん、
　関係なくありません‼
このような社会状況の今、
デジタル社会が重要視され
ています。ひこちゃんが調べ
ていたインターネットも
　　デジタルの一つです

今月号では
デジタル社会について
勉強しましょう！

※Society（ソサエティ） 5.0 とは、狩猟社会、農耕社会、工業社会、情報社会の次に到来する、サイバー空間と現実世界が高度
　に融合することで、経済発展と社会的課題の解決を可能とする人間中心の社会

４ページからは現在、そして未来のデジタル社会を詳しく紹介します

が
、「
超
低
遅
延
」「
多
数

同
時
接
続
」
と
い
う
２
つ

の
特
長
が
加
わ
り
、
産
業

用
途
で
の
需
要
拡
大
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。現
在
、

５
Ｇ
の
使
用
で
き
る
エ
リ

ア
は
、
都
市
部
の
限
ら
れ

た
地
域
に
限
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
後
、
全
国
に

普
及
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
デ
て
ててて
　 文ぶぶここ寝

べべべべべべべべべべべ

けど、やっぱり
ひこちゃんには
関係ないひこ～
難しいひこ～ Ｚ

Ｚ
……

社
会
全
体
で
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
お
い
て

キ
ー
と
な
る
の
が
、
Ｉア

イ
オ
ーｏ

Ｔテ
ィ
ーや

Ａエ
ー
ア
イＩ

、
そ
れ
を
支
え

る
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
で

あ
る
５フ

ァ
イ
ブ
ジ
ー

Ｇ
で
す
。
現
在
使

用
さ
れ
て
い
る
携
帯
電
話

の
通
信
技
術
の
４
Ｇ
を
よ

り
発
展
さ
せ
高
速
大
容
量

の
通
信
を
実
現
さ
せ
た
５

Ｇ
。
特
長
は
、「
超
高
速
」

「
超
低
遅
延
」「
多
数
同
時

接
続
」
で
す
。

　
「
超
高
速
」は
、従
来
の

移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
の
進

化
の
延
長
線
と
し
て
、
最

大
通
信
速
度
100
倍
高
速
化

を
実
現
。「
超
低
遅
延
」は
、

遠
隔
か
ら
の
ロ
ボ
ッ
ト
や

自
動
車
、
医
療
機
器
な
ど

の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
操
作
・

制
御
を
実
現
し
ま
す
。「
多

数
同
時
接
続
」
は
身
の
回

り
の
あ
ら
ゆ
る
機
器
や
セ

ン
サ
ー
を
接
続
。
デ
ー
タ

収
集
や
分
析
な
ど
の
実
現

に
必
要
な
特
長
で
す
。

　

４
フ
ォ
ー
ジ
―Ｇま

で
は
、
主
に
一

般
の
皆
さ
ん
が
使
用
す
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
の

サ
ー
ビ
ス
が
中
心
で
し
た

デジタル社会を支えるインフラ５Ｇ
「超高速」「超低遅延」「多数同時接続」 

↓出典：GO! 5Gホームページ（https://go5g.go.jp/about5g/5gとは何か（3つの特徴））

日
高齢
の
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例
え
ば
、
外
出
時
に
ス
マ

ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
自
宅

の
Ｉ
ｏ
Ｔ
家
電
で
子
ど
も
の

帰
宅
や
ペ
ッ
ト
の
様
子
を
確

認
。
ま
た
、
外
出
先
か
ら
エ

ア
コ
ン
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ

た
り
、
テ
レ
ビ
の
番
組
予
約

を
し
た
り
で
き
ま
す
。
ま

た
、
親
が
ポ
ッ
ト
を
使
っ
た

ら
遠
く
離
れ
た
家
族
に
情
報

が
届
き
安
否
確
認
が
で
き
る

な
ど
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
で
部
屋

や
水
道
、
家
電
製
品
な
ど
に

セ
ン
サ
ー
を
設
置
し
、
高
齢

者
の
状
況
確
認
な
ど
が
普
及

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

Ａエ
ー
ア
イＩ

と
は
、
人
工
知
能
の

こ
と
で
、
人
と
同
じ
よ
う
に

学
習
し
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
機
能
で
す
。
ポ
ー
カ
ー
や

囲
碁
・
将
棋
な
ど
の
分
野
で

も
Ａ
Ｉ
が
プ
ロ
に
勝
利
す
る

な
ど
時
代
の
最
先
端
技
術
と

な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の

人
出
予
測
な
ど
は
、
人
の
動

き
を
モ
バ
イ
ル
Ｇジ

ー
ピ
ー
エ
ス

Ｐ
Ｓ
で
と

ら
え
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
集

積
。
機
械
的
に
統
計
処
理

し
、
Ａ
Ｉ
技
術
に
よ
っ
て
人

流
の
変
化
を
予
測
し
た
も
の

で
す
。

知ってる？ＩＣＴ、ＩｏＴ、ＡＩ
最新のインターネットで何ができるの

　

わ
た
し
た
ち
の
気
が
付

か
な
い
と
こ
ろ
で
、
最
新
の

技
術
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
、

全
く
新
し
い
形
の
サ
ー
ビ
ス

が
予
想
さ
れ
る
将
来
。
生
活

に
身
近
な
自
動
車
の
自
動
運

転
技
術
な
ど
も
急
速
に
進
化

し
て
お
り
、
目
的
地
を
入
力

す
る
だ
け
で
、
移
動
が
可
能

と
な
る
日
も
近
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど

の
社
会
課
題
解
決
、
生
産
性

の
向
上
に
よ
る
経
済
成
長
の

た
め
に
重
要
な
デ
ジ
タ
ル
社

会
。一
人
も
取
り
残
さ
な
い
、

誰
に
で
も
優
し
い
デ
ジ
タ
ル

社
会
を
実
現
し
た
未
来
が
、

す
ぐ
そ
こ
に
来
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

↑出典：GO! 5Gホームページ
（https://go5g.go.jp/image5g/農業｜農業の変革に向けたデジタルテクノロジー/）

デジタル社会の将来展望
誰一人取り残さない、人に優しいデジタル化

↑出典：GO! 5Gホームページ
（https://go5g.go.jp/image5g/防災・減災｜防災・減災におけるictの貢献/）

　
Ｃ

ア
イ
シ
ー
テ
ィ
ーＴ

と
は
「
Ｉ

イ
ン
フ

ｎ
ｆ

ｏ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

（
情
報
） 
ａ

ア
ン
ド

ｎ
ｄ 

Ｃ

コ
ミ
ュ

ｏ
ｍ
ｍ

ｕニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ｎ
ｉ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
通

信
） 

Ｔ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ

ｙ
（
技
術
）」
の
頭
文
字
を

と
っ
た
言
葉
で
す
。
情
報
処

理
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
よ
う
な
通

信
技
術
を
利
用
し
た
産
業

や
サ
ー
ビ
ス
の
総
称
で
す
。

Ｉア
イ
テ
ィ
ー

Ｔ
（
情
報
技
術
）
よ
り
も

通
信
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
情
報
の
伝
達
を
重

視
し
て
い
て
、
皆
さ
ん
が

使
っ
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
が
普
及

し
、
様
々
な
も
の
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
な
が
り
、
手
軽

に
情
報
の
伝
達
、
共
有
が
で

き
る
技
術
を
指
し
ま
す
。

　

Ｉア
イ
オ
ー
テ
ィ
ー

ｏ
Ｔ
は
「
Ｉ

イ
ン
タ
ー

ｎ
ｔ
ｅ
ｒ

ｎネ
ッ
トｅ

ｔ 

ｏオ
ブｆ 

Ｔ

ス
ィ
ン
グ

ｈ
ｉ
ｎ
ｇ

ｓズ

」
の
略
で
「
モ
ノ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
」
と
い
う
意
味

で
す
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ
り
、
あ

ら
ゆ
る
モ
ノ
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
り
、
デ
ー

タ
を
送
受
信
し
、
遠
隔
地
か

ら
機
器
の
操
作
や
情
報
の
確

認
な
ど
を
可
能
に
し
ま
す
。

Ｉ

添
田
町
が

　

好
き
ひ
こ
〜
♡

Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト
が

　
　
　

普
及
し
た
未
来

Ｚ
Ｚ
Ｚ
…

や
っ
ぱ
り

ぶ
ん
ち
ゃ
ん
と

こ
た
つ
で

　

寝
る
ひ
こ
〜

  仕事は AI ロボに
　任せてゆっくり
　　するひこ～

ん
と
ん
と

で

それは“ＡＩ”じゃ　なくて愛でしょ（笑）目ヂカラ強すぎ・・・

添
田

そそれれははははは“Ａは“ＡＡＩＡＩ”じ”じじゃじゃゃゃそれそ はれは“Ａは“ ＩＡ ””
なな

田
町
が

♡

田
町
が

　　　そうだったひこ～
　　ひこちゃんはお仕事の
添田町の魅力をPRするひこ～
　　世界の中心で“AI”を叫ぶ
　　　　　　　　ひこ～！！

ひこちゃん！
デジタル社会は
便利な世の中に
するためで、
怠けるためじゃ
ありません‼

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
そ

れ
を
支
え
る
５
Ｇ

の
普
及
に
よ
っ
て
、
わ
た
し

た
ち
の
社
会
が
ど
う
変
わ
っ

て
い
く
の
か
将
来
の
展
望
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。例
え
ば
、

▼
医
療
分
野
＝
医
師
が
離
れ

た
場
所
か
ら
遠
隔
操
作
で
行

う
手
術
に
は
、
超
高
速
・
大

容
量
の
情
報
通
信
や
、
超
低

遅
延
な
ど
の
技
術
が
活
か
さ

れ
る　

▼
農
業
分
野
＝
Ｇ
Ｐ

Ｓ
や
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
ト
ラ

ク
タ
ー
や
農
業
用
ド
ロ
ー
ン

の
自
動
運
転
・
遠
隔
操
作
、ま

た
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
温

度
調
節
や
水
や
り
、
養
殖
で

の
餌
や
り
な
ど
の
無
人
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
と
な
る

な
ど
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　特集／最新技術で変わるわたしたちの生活
　参考／総務省ＨＰ（https://www.soumu.go.jp/）
　　　　暮らしの現在がわかる情報誌総務省（総務省発行）
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咲き誇る町
もうすぐ春。添田町の桜の名所を紹介します

サン・スポーツランド

西添田駅
添田公園

岩石山

油木ダム

不動池

銅鳥居

守静坊

　桜の名所として知られていて、園内にはソメイヨシノなど
約 1500 本を植栽。自然を生かして遊歩道を整備しているの
で、公園内を散策しながらお花見が楽しめます。

添田公園の桜
約1500本の桜が咲き誇る

大字添田場 所
３月下旬見 頃

　添田公園内に整備されている不動池では、しだれ桜によっ
て水面が鮮やかなピンク色に染まります。

添田公園不動池の桜
水面がピンクに染まる

大字添田場 所
４月上旬見 頃

　銅鳥居から英彦山神宮奉幣殿までの
参道沿いの桜並木で、桜の馬場とも呼
ばれています。

銅鳥居の桜
英彦山神宮参道沿いの桜の馬場

大字英彦山場 所
４月上旬見 頃

ＪＲ日田彦山線の西添田駅にある桜並木。ま
るで桜のトンネルの中を列車が通り抜けてい
くようです。

西添田駅の桜
桜並木を走る列車

大字庄場 所 ３月下旬見 頃

　添田公園から遊歩道を登っていくとある全
国の桜植栽地。ここは日本各地から集めた桜、
約350本が植えられています。

岩石山の桜
全国各地の桜を植樹

大字添田場 所 ３月～４月見 頃

　春になると満開の桜が湖面を美しく染める油木ダム。
ダム周辺や今川流域では地域の皆さんなどの手によっ
て、桜やモミジなどの植樹が進められています。

自然豊かな里山に春を告げる

油木ダムの桜 大字津野場 所
４月上旬見 頃

町
制
施
行
100
周
年
記
念
植
樹

サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
の
桜

大
字
庄

場 

所

２
月
下
旬
～
３
月
上
旬

見 

頃

　平成23年度に町制施行100
周年を記念し植えられたそえ
だサン・スポーツランドの道
路沿いの河津桜。ソメイヨシ
ノや山桜より早く開花します。

　銅鳥居付近の国道 500 号から徒歩で少し下った場所にた
たずむ樹齢 200 年のしだれ桜。江戸時代に山伏が京都祇園
から持ち帰り、植樹したと伝わっています。

英彦山の山伏も愛でた

守静坊しだれ桜 大字英彦山場 所
４月上旬見 頃

　自然豊かな添田町。毎年、春には満開の桜が町を彩り、その美しさで見る
人の心に寄り添います。このページでは、数多くある添田町の桜スポットから、
その一部を紹介します。コロナ禍の春です。密を避け、咲き誇る桜を見に出
かけませんか。
※注…見頃は予想です。桜の鑑賞や撮影は法令やマナーを守ってください。
　　　マスクを着用し、密を避けるなど感染症対策をお願いします。

　英彦山の麓、落合の吉木地区で約
300年に渡り地域に愛されてきたヤ
マザクラの古木。平成29年７月の九
州北部豪雨で著しい損傷を受け、根
元から倒木してしまいました。町は、
地元の人々の想いから、この古木で
災害復興の祈りを込めたモニュメン
トを平成31年に制作。現在は役場に

吉木のヤマザクラ
町天然記念物

↓花を咲かせていたころの吉木のヤマザクラ

展示してい
ます。また、力強く花を咲かせてい
た頃に、吉木のヤマザクラを題材に
作詞を手がけている寺西明男町長。

「桜咲く頃～添田吉木の一本桜」と題
して長年の風雨、冬の寒さに耐えて
毎年地域に春を告げていた吉木のヤ
マザクラを想い、詞を作っています。

SOEDA　TOWN
問 役場まちづくり課観光振興係（☎82-1236）

→吉木のヤマザクラで作
　られたモニュメント
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添
田
町
総
合
計
画
策
定
審
議
会
（
会
長

＝
佐
野
麻
由
子
福
岡
県
立
大
学
准
教

授
）
は
２
月
５
日
、「
添
田
町
第
６
次
総
合
計

画
の
策
定
に
つ
い
て
」
の
答
申
を
寺
西
町
長

に
提
出
し
ま
し
た
。
第
６
次
総
合
計
画
の
策

定
に
あ
た
っ
て
は
、
専
門
的
な
見
地
で
意
見

し
て
も
ら
お
う
と
町
長
が
諮
問
。
そ
れ
を
受

け
、
昨
年
８
月
か
ら
地
方
自
治
な
ど
に
詳
し

い
大
学
の
教
員
や
地
域
で
活
動
す
る
団
体
か

ら
の
代
表
者
８
人
の
委
員
が
、
活
発
な
意
見

を
交
わ
し
な
が
ら
審
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

佐
野
会
長
は
、

「
将
来
像（
10
年

後
の
あ
り
た
い

姿
）
の
実
現
に

向
け
て
〝
み
ん

な
で
ま
ち
づ
く

り
〞
を
合
言
葉

に
、
住
民
の
皆

さ
ん
や
企
業
、

団
体
な
ど
が
協

働
で
取
り
組
み
、
町

町
全
体
で
他
人

事
で
は
な
く〝
自
分
事
〞の
計
画
と
し
て
遂
行

す
る
よ
う
期
待
し
ま
す
」
と
答
申
し
ま
し
た
。

◉実験概要 ❶深倉地域 ❷英彦山地域
実施日 11月５日、６日、10日、13日 11月15日、21～23日

実施区間 バス停「深倉」⇔彦三公民館 バス停「別所駐車場」⇔バス停「神宮下」
⇔スロープカー花駅⇔スロープカー幸駅

乗降者数 45人 152人

添
田
駅

↓英彦山　 　津野↓

34

添田郵便局前

　田川消防署
　添田分署

添田中学校
添田小学校

添田郵便局
スーパー

役場
銀行 農協

大任町↑

←中元寺 52
畑川

▶用途地域／都市計画区域
内（用途地域指定なし）　▶
建ぺい率／ 70％　▶容積率
／ 200％　▶設備／上水道
（町営水道）、電気（九州電
力）、ガス（LPガス個別方式）、
テレビ（共同アンテナ受信）

◉
応
募
資
格

❶
自
ら
居
住
す
る
専
用
住
宅
（
共

　

同
住
宅
を
除
く
）を
建
築
す
る
人

❷
契
約
か
ら
１
年
以
内
に
住
宅
建

　

築
工
事
に
着
手
で
き
る
人

❸
申
込
時
の
世
帯
主
の
年
齢
が
45

　

歳
以
下
で
、
高
校
生
以
下
の
子

　

ど
も
が
い
る
世
帯

❹
年
間
収
入（
世
帯
全
員
の
総
額
）

　

が
300
万
円
以
上
の
人

❺
本
町
の
定
住
関
連
支
援
事
業
な

　

ど
の
支
援
を
受
け
て
い
な
い
人

❻
添
田
東
行
政
区
に
加
入
し
て
い

　

る
、ま
た
は
加
入
す
る
予
定
の
人

❼
地
域
行
事
に
積
極
的
に
参
加
で

　

き
る
人

❽
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
人

❾
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

　

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平

　

成
３
年
法
律
第
77
号
）
第
２
条

　

第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
の

　

構
成
員
若
し
く
は
暴
力
団
員
と

　

密
接
な
関
係
に
な
い
人

◉
申
込
受
付

　

土
・
日
・
祝
日
除
く
８
時
30
分

〜
17
時
15
分

※
先
着
順
の
た
め
、
申
し
込
み
が

あ
れ
ば
、
そ
の
日
を
も
っ
て
受
付

終
了
と
な
り
ま
す
。

※
同
日
に
複
数
の
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
は
、
後
日
公
開
抽
選

を
行
い
ま
す
が
、
郵
送
の
場
合
は

消
印
日
を
受
付
日
と
し
ま
す
。

※
提
出
書
類
に
不
備
が
あ
る
場
合

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
必
要
書
類
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

◉
申
込
方
法

　

申
込
書
な
ど
の
必
要
書
類
を
役

場
ま
ち
づ
く
り
課
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
書
な
ど
は
役
場

ま
ち
づ
く
り
課

総
合
企
画
係
ま

た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
入
手

で
き
ま
す
。

※面積は進入道路の一部と原野含む

　 添田東地区定住促進住宅用地／添田町大字添田680番地５付近

番号①
成約済

↑進入道路

 番号②
488.11㎡
180万円

原野↓

学校

番号①
約済 4

フフイイララだだそそええ
　

働
く
世
帯
の
定
住
を
図
り
、
地
域
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
の
定

住
促
進
事
業
と
し
て
、
添
田
地
区（
添
田
東
行
政
区
）に
整
備
し
た
住
宅

用
地
を
分
譲
中
で
す
。
番
号
①
区
画
は
成
約
し
た
た
め
、
現
在
、
番
号

②
区
画
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問 

ま
ち
づ
く
り
課
総
合
企
画
係
（
☎
82
―
５
９
６
５
）

豊
か
な
自
然
と
恵
ま
れ
た
住
環
境
で
充
実
の
子
育
て

定
住
促
進
住
宅
用
地
分
譲
中

分譲地

豊かな自然
豊かな自然
豊かな自然

明るい笑顔
明るい笑顔
明るい笑顔

時速20km未満で公道を走行可能な電気自動車「グリーンスローモビリティ」

  実証実験の結果をお知らせします
　    問 役場まちづくり課施策推進係（☎82-1236）

　町では、昨年11月に❶深倉地域、❷英彦山地域でグリーンスローモビリティの実証実験を行いました。

◉実験概要 ❶深倉地域
実施日 11月５日 ６日 1

速2

実
 問

町では、昨年11月に❶深倉地

時速

  実
　   

町では 昨年 月に❶深倉地

◉アンケート結果（概要）
　アンケートでは乗ってみた感想、乗り心地、スピード感それぞれの項目で、８割以
上が「満足」「快適」「ちょうどよい」という回答でした。
◉今後について
　グリーンスローモビリティは全国的にも推奨されていますが、地域独自での導入実績がほとんどないため、
今回の実験結果を踏まえ、荒天時や積雪時の安定・安全走行ができるのかという課題、運行主体や運賃、運
行本数といった運行方法などについて、引き続き検討していきます。

↑寺西町長に審議結果を答申する佐野会長㊧

問 

役
場
ま
ち
づ
く
り
課
総
合
企
画
係

　

 

（
☎
82
―
５
９
６
５
）

添
田
町
総
合
計
画
策
定
審
議
会

合
言
葉
は「
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
」

10
年
後
の
あ
り
た
い
姿
を
目
指
す

新型コロナウイルス感染症

緊急事態宣言が３月７日日
まで延長されました。宣

言を受け福岡県は緊急事態措置
を実施しています。期間中は昼
夜を問わず、不要不急の外出・
移動の自粛をお願いします。特
に20時以降は徹底してください。
なお、生活や健康の維持に必要
な場合は除きます。
　昨年末から田川地域で感染者
数が増加しています。３つの密
（密閉／密集／密接）を避けると
ともに、身体的距離の確保、マ
スクの着用、手洗いなどの手指
衛生などの基本的な感染防止対
策の徹底をお願いします。
　また、国が示す「感染リスク
が高まる５つの場面」に十分注
意して行動してください。❶飲
酒を伴う懇親会　❷大人数や長
時間の飲食　❸マスクなしでの
会話　❹狭
い空間での
共同生活　
❺居場所の
切り替わり

医療崩壊を防ぎ、大切な命を守る
感染症対策に引き続きご協力を
　福岡県に発出されていた緊急事態宣言が３月７日日まで延長されま
した。また、田川地域では昨年12月から今年２月にかけて感染者が急
増しています。医療崩壊を防ぎ、また大切な命を守るため、引き続き感
染症対策に協力をお願いします。（２月24日現在の情報です）

町民の
皆さんへ
お願い

田
川
地
域
で
感
染
者
が
急
増
し
て
い
ま
す

マ
ス
ク
の
着
用
、手
洗
い
、３
密
を
避
け
る

引
き
続
き
、基
本
的
な

感
染
防
止
対
策
の
徹
底
を

添田町では最短で４月以降
の接種開始を想定して、国

　　　　や医療機関などと協議を行っています。
　　　　体制が整い次第、対象者に接種券を配布
　　　し、高齢者から接種を開始する予定です。
問 役場保健福祉環境課健康対策係（☎88-8111）

生活支援
と感染症
対策

マスク・アルコール消毒液を
３月中旬から順次、

各世帯に配布します

ワクチン
接種

感
染
症
対
策

と
し
て

日
常
的
に
必
要

な
マ
ス
ク
と
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
液
を
各
世
帯
に
配
布

し
ま
す
。

◉
配
布
物

▼
マ
ス
ク（
50
枚
入
り
）＝
２
箱　

▼
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液（
500
㎖
）＝
２
本

◉
配
布
時
期

▼
３
月
中
旬
か
ら
順
次
配
布
予
定

※
町
内
全
世
帯
に
配
布
す
る
ま
で
時

　

間
を
要
し
ま
す
の
で
、
今
し
ば
ら

　

く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

  

問 

役
場
ま
ち
づ
く
り
課
総
合
企
画

      

係（
☎
82
―
５
９
６
５
）

の接
　 　 や
　 　　 体
　 　し、
問 役場保健

※ここに示す情報は２月24日現在のものです。変更となる場合がありますので最新情報を確認してください。

高齢者からの

接種に向け準備中です

広報そえだ（令和３年３月号）　８

守る
力を
されま
者が急
き続き感
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産前産後の期間は
保険料が免除されます

ご存知ですか、国民年金のこと

日本年金機構

　日本年金機構ホームペー
ジでは、届出用紙がダウン
ロードできます。
記入方法も掲載されていま
すので、活用ください。

◉免除期間

　出産予定日また
は出産日が属する
月の前月から４か
月間の国民年金保
険料が免除されま
す。多胎妊娠の場
合は、出産予定日
または出産日が属
する月の３か月前から６か月間の国民年金保険料
が免除されます。
※出産とは、妊娠85日（４か月）以上の出産で、死
産・流産・早産を含みます。

◉産前産後期間の取り扱い

　産前産後期間として認められた期間は、保険料
を納付したものとして老齢基礎年金の受給額に反
映されます。

◉対象者

　国民年金第１号被保険者で、出産日が平成31年
２月１日以降の人

◉届出期間

　出産予定日の６か月前から

　　　　　　◉必要書類

　　　　　　▶出産前に届出する場合＝母子健康
　　　　　　　手帳
　　　　　　▶出産後に届出する場合＝原則不要
　　　　　　　

年

ジ
ロ
記
す

類

に

に

出産予定日の６か月前

◉必要書類

日本年

ジ
ロ
記記記記
す

　　　　　　◉必要書類

　　 　　 　　▶出産前に
　　　 　　　　 手帳
　　　　　 ▶出産後に
　 　　　　 　

自慢の商品を出品してみませんか

　道の駅歓遊舎ひこさん
に、あなたの商品を出品
してみませんか。令和３
年度の出品者の募集を行
います。
◉応募資格　町内在住者
◉受付期間　４月１日木～30日金
※新規出品希望者には、後日説明会を行います。
※手続きの受付時間は９時から17時までです。
▶受付・問い合わせ 
　歓遊舎ひこさん（☎ 47-7039)

　町バス彦山線の運行時
刻を改正します。改正後
の時刻表は、添田町役場
や町バス車内などで配布
するほか、町ホームページでも確認できます。
◉改正日　３月13日土　
◉改正内容　
○平日：英彦山方面行
・添田警部交番前　　14：27発 ⇒ 14：37発
・深倉　　　　　　　13：02発 ⇒ 13：06発
○平日：添田方面行　　　　　
・ひこさんホテル入口　8：40発 ⇒  8：35発
問 役場まちづくり課施策推進係（☎ 82-1236)
　 町バス事務所（☎ 82-5580）

町バスの運行時刻を
一部改正します

軽微な変更のため全世帯配布は行いません

ピックアップ  　　　　　  まちのお知らせ＆情報

INFORMATION

問 役場住民課保険年金係

（☎ 82-5966）

※被保険者と子が別世帯の場合
は、出生証明書など出産日と親
子関係を証明できる書類が必要
です。

木～30日金30日金
す

歓遊舎ひこさん
新規出品者を募集します

ジでも確認できます

田
川
市
と
郡
内
各
町
村
が
締
結
し
た
田
川

広
域
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
に
基
づ
き
、

創
設
さ
れ
た
給
付
型
奨
学
金
で
す
。
教
育
の
向

上
を
目
的
に
、
田
川
市
郡
で
一
斉
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

入
学
年
度
の
み

10
万
円

▼
申
請
者
本
人
ま
た
は
保
護
者
が
申
請
時
に
添

　

田
町
に
住
所
を
有
し
、
田
川
地
区
内
に
継
続

　

し
て
１
年
以
上
住
所
が
あ
る
こ
と

▼
大
学
等
（
短
大
、
専
修
学
校
専
門
課
程
、
高

　

専
の
４
学
年
）に
進
学
す
る
人

▼
24
歳
未
満
で
高
校
３
年
時
の
成
績
評
定
平
均

　

が
3.5
以
上
の
人

▼
町
民
税
所
得
割
額
の
世
帯
合
計
が
12
万
６
千

　

円
未
満
で
あ
る
こ
と

▼
町
税
、
そ
の
他
使
用
料
（
給
食
費
、
保
育
料
、

　

住
宅
家
賃
、 

水
道
料
）
の
滞
納
が
な
い
こ
と

 ᷻
給
付
型
奨
学
金
᷼

田
川
市
郡
で
一
斉
に
取
り
組
む

添
田
町
奨
学
金

こ
の
奨
学
金
は
、
寄
附
者
で
あ
る
町
出
身

の
佐
藤
知
也
さ
ん
が
生
ま
れ
育
っ
た
添

田
町
に
何
か
出
来
る
こ
と
が
な
い
か
と
考
え
、

自
分
が
苦
学
し
、
進
学
し
た
経
験
か
ら
同
じ
よ

う
な
学
生
た
ち
の
た
め
に
少
し
で
も
役
立
て
て

ほ
し
い
と
の
強
い
希
望
が
あ
り
、
創
設
し
ま
し

た
。
こ
の
制
度
は
、
寄
附
金
を
原
資
と
し
て
運

用
さ
れ
る
た
め
財
源
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
が
、

少
し
で
も
多
く
の
年
代
の
学
生
た
ち
の
た
め
に

役
立
て
ま
す
。

▼
修
業
期
間
が
４
年
間
以
上
の
大
学
に
進
学
、　

　

在
学
し
て
い
る
学
生

▼
高
校
３
年
時
の
成
績
評
定
平
均
が
4.0
以
上
の

　

人
▼
保
護
者
等
が
２
年
以
上
、
添
田
町
に
在
住
し

　

て
い
る
世
帯
の
人

▼
町
民
税
所
得
割
額
の
世
帯
合
計
が
12
万
６
千

　

円
未
満
で
あ
る
こ
と

▼
町
税
、
そ
の
他
使
用
料（
給
食
費
、保
育
料
、

　

住
宅
家
賃
、水
道
料
）の
滞
納
が
な
い
こ
と

 ᷻
給
付
型
奨
学
金
᷼
町
独
自
の

添
田
町
佐
藤
知
也

給
付
型
奨
学
金

高
等
学
校
以
上
の
学
校
に
進
学
す
る
学
生

で
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

な
人
に
対
す
る
無
利
子
の
貸
与
型
奨
学
金
で
す
。

▼
高
等
学
校
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
程
度
の
学
校

◎
奨
学
金　

月
額
１
万
２
千
円
以
内

◎
入
学
支
度
金　

２
万
４
千
円
以
内

▼
大
学
、
短
期
大
学
（
高
等
専
門
学
校
第
４
学

　

年
以
上
含
む
）
ま
た
は
、
専
修
学
校
（
修
業

　

期
間
が
２
年
以
上
の
専
門
課
程
）

◎
奨
学
金　

月
額
２
万
２
千
円
以
内

◎
入
学
支
度
金　

６
万
円
以
内

　
　
　
　
　
　
　

▼
若
干
名

▼
添
田
町
に
２
年
以
上
住
所
を
有
し
て
い
る
人

▼
町
税
、
そ
の
他
使
用
料
（
給
食
費
、
保
育
料
、

　

住
宅
家
賃
、水
道
料
）
の
滞
納
が
な
い
こ
と

◉
３
つ
の
奨
学
金
の
申
請
方
法

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
で
配
布
の
申
請
書

類
に
必
要
書
類
を
添
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間　

４
月
１
日
木
〜
４
月
30
日
金

※
必
要
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 ᷻
無
利
子
貸
与
型
奨
学
金
᷼

添
田
町
育
英
資
金

奨
学
金
額

採
用
人
数

受
給
資
格

入
学
支
度
金

奨
学
金
額

月
額

２
万
円

採
用
人
数

年
間

６
人
ま
で

受
給
資
格

奨
学
金
額

月
額

３
万
円

採
用
人
数

年
間

２
人
ま
で

※
在
学
す
る
大
学
の
正
規
の

修
業
期
間
。

受
給
資
格

２６以
上
住
所
を
有
し
て
い
る
人

２
万
２
千
円
以
内

６
万
円
以
内

奨学金のお知らせ
皆さんの夢や、学びたい気持ちを応援しています

問 教育委員会学校教育課（☎82-5963）

教育のひろば

※
在
学
す
る
大
学
の
正
規
の

修
業
期
間
。（
大
学
院
ま
で
可
）

11　広報そえだ（令和３年３月号）
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毎 日の子育てに頑張っているパパママたち
やお子さんも、親子で楽しめるイベント

です。エコバッグを持って遊びに来てください。

◎と　き　３月12日金　10時～14時
◎ところ　町民会館
◎内　容　ボランティアサ
　ークル「虹の会」による絵
　本の読み聞かせやエプロ
　ンシアター、小さなお友
　達も楽しめるゲームコー
　ナー、マスクや手作りアクセサリー・パンや
　お弁当の物販、助産師への育児相談コーナー、
　フォトパネルコーナーなど
▶虹の会による読み聞かせ　
　10時30分～、11時30分～、12時30分～
※新型コロナウイルス感染症防止対策にご協力
　ください。
※会場内での飲食はご遠慮ください。
※状況により、内容が変更になる場合や入場制
　限をする場合があります。

問 子育て支援センター（☎ 85-0888）

おんぶに抱っこ

プチマルシェ
おんぶに抱っこ

プチマルシェ

文
芸
歳
時
記

◉
４
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

　

３
月
17
日
水
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
稿
は
１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係
（
☎
82
―
４
０
０
０
）

フ
レ
イ
ル
で
ゴ
ー
ツ
ー
イ
ー
ト
も
ト
ラ
ベ
ル
も

　
　
　

動
き
の
取
れ
ぬ
体
と
な
り
て
は　

仲
摩　

直
子

当
然
の
権
利
で
あ
る
と
我
々
は

　
　
　

「
優
遇
」で
な
く
「
配
慮
」を
求
む　

佐
藤　
　

直

【
俳
句　

投
稿
】

坊
跡
の
花
三
椏
や
表
参
道　
　
　
　
　
　

伊
勢
村　

稔

鶯
や
ケ
キ
ョ
鳴
く
声
う
れ
し
け
り　
　
　

寺
本　

紀
子

降
る
も
の
も
降
ら
ず
に
ク
リ
ス
マ
ス
過
ぐ
る　

島
津
余
史
衣

ア
マ
ビ
エ
の
睨
み
効
か
せ
る
酉
の
市　
　

伊
井
寸
美
子

百
度
石
の
彫
の
深
さ
に
初
日
差
す　
　
　
　
　

 

斎
藤
智
寿
子

邸
宅
の
障
子
明
り
の
風
景
画　
　
　
　
　

天
野
ユ
キ
海

波
に
揺
れ
波
に
流
さ
れ
浮
寝
鳥　
　
　
　

立
花　

克
明

【
川
柳　

投
稿
】

あ
れ
や
こ
れ
百
歳
目
指
し
て
日
々
励
む　

原
田
祥
二
郎

高
齢
者
適
し
た
運
動
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　
　
　

原
田　

順
子

※
天
籟
通
信
添
田
句
会
は
都
合
に
よ
り
、
お
休
み
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
短
歌　

春
扇
短
歌
会　

筑
紫
支
社
】

こ
の
風
土
に
遂
に
染
ま
り
て
矮
小
の

　
　

ア
ワ
ダ
チ
草
は
土
堤
を
黄
に
染
む　

大
塚　

富
江

昨
日
の
記
憶
薄
く
も
朝
ド
ラ
に

　
　
　
　

合
は
せ
歌
ひ
ぬ
「
長
崎
の
鐘
」　

五
十
嵐
田
鶴

平
ら
な
る
サ
ン
ゴ
の
島
の
宮
古
島

　

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
の
花
咲
き
満
つ
る　

平
井　

朝
子

明
け
方
の
空
白
々
と
広
が
り
ぬ

　
　
　
　

冷
気
迫
り
し
星
の
融
け
つ
つ　

荒
巻
ミ
サ
子

紅
葉
に
眼
を
奪
は
れ
つ
つ
ゆ
つ
く
り
と

　
　
　
　

鳥
の
声
し
て
愛
で
つ
つ
歩
く　

木
村　

寛
子

木
立
の
間
き
ち
ん
と
積
ま
る
る
刈
草
を

　
　
　
　

野
鳥
崩
し
散
る
冬
晴
れ
の
道　

福
富　

廣
枝

【
短
歌　

投
稿
】

病
経
て
夫
は
酸
素
で
生
か
さ
れ
る

　
　
　

傍
に
居
て
こ
そ
笑
う
日
も
有
り　

櫻
木
マ
サ
子

お
だ
や
か
に
風
な
き
里
は
春
ま
じ
か

　
　
　
　

野
火
の
煙
の
空
に
消
え
つ
つ　

独
活
山
強
実

３月生まれ
HAPPY
BIRTHDAY

宮下 桜
おうが

雅ちゃん 
３月29日生 ❷・真木

保育園大好き♡
ママ大～好き♡
お菓子大好物♪

お子さんの写真を掲載しませんか

　３歳までのお子さんの写真を募集して

います。写真とメッセージを添えて、役

場総務課広報・秘書係 (☎ 82-4000) に

E メール（koho@town.soeda.fukuoka.

jp）で送信ください。４月生まれの締め切

りは３月17日水です。

前田 陽
ひより

依ちゃん 
３月13日生 ❷・真木団地

お誕生日おめでとう♡♡歌う事
が大好き♡♡♡これからも色々
な歌をきかせてね♬

～親子で楽しい時間を過ごしませんか♪～

　平成29年の九州北部豪雨で被災し、バス高速輸送システ
ム（BRT）で復旧予定のJR日田彦山線。その沿線地域の振
興をテーマにしたシンポジウムが２月12日、福岡市で開催
されました。党派を超えた県議や企業などで組織する九州
の自立を考える会（会長＝藏内勇夫県議）の主催で行われた
シンポジウムで、同会の松本國寛県議は、地域の情報発信
をしたり、人材や企業を呼び込ん
だりするため高速・大容量通信規
格の５

ファイブジー

Ｇの通信網整備を提言。ま
た、寺西明男町長は、BRTでの復
旧に併せて、添田駅から彦山駅ま
での各駅周辺の環境整備と地域振
興策などを強く訴えかけました。

↓約180人が参加したシンポジウムでは沿線の振興策が討論されました

↑「町一体となり取り組みたい」と寺西町長

高齢者に手作りマスクを贈る
添田町婦人会

　添田町婦人会
（田中妙子会長）
は、町内の高齢
者施設や一人暮
らしの高齢者に
手作りの布マス
ク160枚を贈り
ました。コロナ
禍でも地域のた
めに役立つ活動
をしようと役員
６人が、伊原公民館に集い、密を避けながらミシンを操
作。１月21日、施設などを訪問してマスクを届けました。

花で癒され、明るい気持ちに
アレンジメントフラワー寄贈

　２月から３月
にかけてアレン
ジメントフラワ
ーが役場に展示
されました。こ
れは、花あふれ
るふくおか推進
協議会と飯塚花
商組合が、花を
見て癒され、明
るい気持ちにな
ってもらい、また、生産者支援にもつながればと提供。
４週間にわたって４回、筑豊地区産の花が飾られました。

沿線地域の持続的な発展を目指し
九州の自立を考える会

↑「これからも地域に貢献したい」と田中会長㊥㊧ ↑「癒されてください」と魁華（嘉麻市）の佐糸翔平さん

まちのホットNews



●人　口　9,314 人（ー45人）
●男　性　4,403 人（ー28人）
●女　性　4,911 人（ー17人）
●世帯数　4,623世帯（ー11世帯）

人の動き １月末日現在（　）は前月比

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　３月16日火
●補聴器相談（役場ロビー／ 15時～）
　３月12日金
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　３月９日火
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　３月９日火（10時～）、３月25日木（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）
●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍手
保健福祉環境事務所／予約制）
　３月３日水（13時30分～16時30分）
問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増進
　 課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

●出生　１ 人
●死亡　22 人
●転入　10 人
●転出　34 人

警察署からのお知らせ
●新入学児童に正しい交通ルールを教えましょう
　歩行中の交通事故死傷者は、７歳児が突出して
多い傾向があります。特に新入学児童は、道路上
の危険に関する知識が未熟なことや、保護者と離
れて単独行動する機会が増えるなど、交通事故に
遭う危険が高まります。悲惨な交通事故から子ど
もを守るため、大人が手本となって交通ルールや
マナーをしっかりと教えましょう。

問 田川警察署（☎42-0110）

１月の事故発生状況   （　）内は昨年同月比

種　類 発生件数 今年の累計
　物件事故 13（ー２） 13

　人身事故 ２（＋１） ２

　死亡者 ０（±０） 0
　負傷者 ４（＋２） ４

納期限のお知らせ
●３月31日水が納期限です
　▷後期高齢者医療保険料（９期）
問 役場住民課保険年金係（☎82-5966）

　

３
月
、
４
月
は
新
生

活
の
ス
タ
ー
ト
時
期
で

す
。
引
っ
越
し
の
際
に

は
水
道
課
で
使
用
開
始
や
中
止
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
中
止
の
手

続
き
を
忘
れ
て
し
ま
う
と
基
本
料
金

が
発
生
し
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

問 

役
場
水
道
課
管
理
係

　

 

（
☎
82
―
５
９
６
１
）

▼
試
験
日　

▽
第
１
、
２
回
一
般
幹

　

部
候
補
生
＝
５
月
８
日
土
（
第
１

　

回
）、６
月
26
日
土
（
第
２
回
）
▽

　

第
１
回
一
般
曹
候
補
生
・
第
１
回

　

清
掃
・
施
設
点
検
な
ど
の
た
め

▼
と
き　

３
月
25
日
木
〜
28
日
日

問 

ク
ア
ハ
ウ
ス（
☎
82
―
５
０
６
１
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽（
故
）伊
藤
ノ
ブ
エ

　
（
下
落
合
）
▽（
故
）
金
田
ミ
ユ
キ

　
（
野
田
）▽（
故
）原
太（
添
田
東
）▽

　
（
故
）二
宮
一（
添
田
東
）▽（
故
）岩

　

﨑
安
津
志（
添
田
東
）▽（
故
）植
野

　

秀
美（
峰
地
）▽（
故
）中
嶋
義
和（
町

　

二
）
▽（
故
）水
上
義
仁（
町
三
）▽

　
（
故
）宮
﨑
義
光（
伊
原
）▽（
故
）梶

　

𠩤
マ
ス
子（
庄
東
）

　
　
　
（
令
和
３
年
２
月
15
日
現
在
）

か
ら
応
募
方
法
を
変
更
し
て
い
ま
す
。

▼
Ｗ
Ｅ
Ｂ
窓
口　

https://fukuoka

　

-neko.com
/

▼
申
込
対
象　

当
該
地
区
に
住
所
を

　

有
し
、
動
物
病
院
へ
猫
の
搬
送
が

　

可
能
な
人　
　

▼
手
術
費
用

　

メ
ス
１
匹
＝
１
万
円（
消
費
税
別
）、

　

オ
ス
１
匹
＝
５
千
円（
消
費
税
別
）

▼
応
募
期
限　

５
月
５
日
水

▼
手
術
実
施
期
間　

６
月
20
日
日
〜

　

８
月
31
日
火

※
予
定
頭
数
に
満
た
な
い
場
合
、
８

月
31
日
火
ま
で
二
次
募
集
を
行
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問 

白
木
原
動
物
病
院

　

 

（
☎
42
―
１
０
０
６
）

　

 

済
城
動
物
病
院

　

 

（
☎
46
―
１
１
２
２
）

　

自
衛
官
候
補
生
＝
５
月
22
日
土

▼
試
験
会
場　

未
定

※
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

　

 

地
域
事
務
所

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

　

福
岡
県
獣
医
師

会
は
、
特
定
の
飼

い
主
の
い
な
い
猫

に
不
妊
・
去
勢
手

術
の
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
込
で
、
県

北
地
区
か
ら
抽
選
で
決
定
さ
れ
、
当

選
者
へ
は
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
飼
い
猫
は
対
象
外
で
す
。
今
年

　

９
時
〜
24
時（
☎
092
―
663
ー
８
７
２
４
）

　

▽
男
性
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
た
め
の
相

　

談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
／
水
曜
・
木
曜

　

17
時
〜
20
時
、
金
曜
12
時
〜
16
時

　
（
☎
092
―
571
―
１
４
６
２
）▽
Ｌ
Ｇ
Ｂ

　

Ｔ
の
方
の
Ｄ
Ｖ
被
害
者
相
談
ホ
ッ

　

ト
ラ
イ
ン
／
第
２
火
曜
12
時
〜
16

　

時
、第
４
火
曜
17
時
〜
20
時（
☎
080

　

―
２
７
０
１
―
５
４
６
１
）
▽
福

　

岡
県
警
察
の
犯
罪
被
害
相
談
「
心

　

の
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン
」
／
月
曜

　

〜
金
曜
９
時
〜
17
時
45
分
（
☎
092

　

―
632
―
７
８
３
０
）
▽
性
暴
力
被

　

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ふ
く
お
か

　

／
24
時
間
年
中
無
休
（
☎
092
―
409

　

―
８
１
０
０
）

※
年
末
年
始
や
祝
日
、
お
盆
な
ど
は

休
み
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
勤
務
地　

め
ん
べ
い
添
田
町
工
場

▼
勤
務
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
30

　

分
（
土
日
祝
日
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

　

勤
務
あ
り
）

▼
勤
務
内
容　

売
店
で
の
対
応
、
接

　

客
業
務
な
ど

▼
募
集
人
員　

60
歳
ま
で
２
人
程
度

　
（
男
女
不
問
）

▼
時
給　

850
円

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

福
太
郎
㈱
添
田
町
工
場

　

 

（
☎
31
―
４
０
４
０
）

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
役
場　

１
階
ロ

　

ビ
ー

▼
対
象
者　

男
性
17
歳
〜
69
歳
、
女

　

性
18
歳
〜
69
歳
で
体
重
が
50
キ
ロ

　

以
上
の
人

※
65
歳
以
上
の
人
の
献
血
に
つ
い
て

は
献
血
さ
れ
る
人
の
健
康
を
考
え
、

60
歳
〜
65
歳
の
間
に
献
血
経
験
が
あ

る
人
に
限
り
ま
す
。

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
健
康
対
策

　

 

係
（
☎
88
―
８
１
１
１
）

　

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ

ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

と
は
、
配
偶
者
や
恋
人

な
ど
か
ら
受
け
る
暴
力

で
す
。
身
体
的
な
暴
力

だ
け
で
な
く
、怒
鳴
る
、

脅
す
、
電
話
や
外
出
を

制
限
す
る
な
ど
も
暴
力

に
あ
た
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
窓
口　

▽
配
偶
者
暴
力
相
談

　

支
援
セ
ン
タ
ー（
福
岡
県
田
川
保
健

　

福
祉
事
務
所
）／
月
曜
〜
金
曜
8
時

　

30
分
〜
17
時
15
分（
☎
42
―
４
８
５
０
）

　

▽
福
岡
県
あ
す
ば
る
相
談
ホ
ッ
ト

　

ラ
イ
ン
／
９
時
〜
17
時
（
☎
092
―

　

584
―
１
２
６
６
）
▽
福
岡
県
配
偶

　

者
か
ら
の
暴
力
相
談
電
話
／
月
曜

　

〜
金
曜
17
時
〜
24
時
、
土
日
祝
日

年
度
も
税
金
が
か
か
り
ま
す
の
で
早

め
の
廃
車
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

役
場
住
民
課
税
務
・
滞
納
対
策
係

　
（
☎
82
―
１
２
３
４
）

　

令
和
３
年
度
、
土
地
価
格
等
・
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
、
次

の
期
間
で
行
い
ま
す
。
固
定
資
産
税

（
土
地
・
家
屋
）
の
状
況
や
価
格
な
ど

に
つ
い
て
、
対
象
者
は
縦
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
期
間
中
は

無
料
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
役
場
住
民
課
税
務
・
滞
納
対

策
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
縦
覧
期
間　

４
月
１
日
木
〜
５
月

　

31
日
月
（
た
だ
し
、
土
日
、
祝
日

　

は
除
き
ま
す
）

▼
縦
覧
場
所　

役
場
住
民
課
税
務
・

　

滞
納
対
策
係

▼
対
象
者　

令
和
３
年
度
に
固
定
資

　

産
税
が
課
せ
ら
れ
る
人

問 

役
場
住
民
課
税
務
・
滞
納
対
策
係

　
（
☎
82
―
１
２
３
４
）

▼
と
き　

３
月
30
日
火　

10
時
〜
12

　

時
30
分
、
13
時
30
分
〜
16
時

問 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

 

（
☎
０
５
７
０
―
05
―
１
１
６
５
）

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
令
和
３
年
３

月
ま
で
、
国
民
年
金
学
生
納
付
特
例

制
度
で
納
付
猶
予
さ
れ
て
い
る
人
に

は
、
３
月
下
旬
に
送
付
さ
れ
る
ハ
ガ

キ
で
手
続
き
す
る
こ
と
で
、
４
月
か

ら
令
和
４
年
３
月
（
年
度
途
中
で
卒

業
す
る
場
合
は
そ
の
月
）
ま
で
の
免

除
を
申
請
で
き
ま
す
。
ま
た
、
４
月

か
ら
の
学
生
納
付
特
例
制
度
を
役
場

窓
口
で
申
請
す
る
場
合
、
４
月
１
日

以
降
で
な
け
れ
ば
手
続
き
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
住
民
課
保
険
年
金
係

　
（
☎
82
―
５
９
６
６
）

　

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
付
い
た
ま

ま
で
放
置
し
て
い
る
原
動
機
付
バ
イ

ク（
50
〜
125
㏄
）や
ト
ラ
ク
タ
ー
が
あ

る
人
は
、
３
月
31
日
水
ま
で
に
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
印
鑑
を
持
っ
て
、

役
場
住
民
課
税
務
・
滞
納
対
策
係
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
廃
車
手
続
き

を
せ
ず
放
置
し
て
い
る
と
、
令
和
３

　

年
金
を
受
け

て
い
る
人
の
所

在
が
ひ
と
月
以

上
明
ら
か
で
な

い
と
き
は
、
そ

の
世
帯
の
人
は

所
在
不
明
に
つ
い
て
の
届
け
出
を
速

や
か
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
提

出
先
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
で
す
。

届
け
出
後
、
受
給
権
者
本
人
の
健
在

を
確
認
し
所
在
が
不
明
な
場
合
は
年

金
の
支
払
い
が
一
時
止
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
年
金
の
支
払
い
が
止
ま
っ
て

い
る
人
の
所
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た

と
き
は
、
年
金
の
受
け
取
り
を
再
開

す
る
た
め
の
手
続
き
が
必
要
で
す
の

で
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
受
付
時
間

　

月
曜
＝
８
時
30
分
〜
19
時
、
火
曜

　

〜
金
曜
＝
８
時
30
分
〜
17
時
30
分
、

　

第
２
土
曜
日
＝
９
時
30
分
〜
16
時

※
月
曜
が
祝
日
の
場
合
、
翌
開
所
日

は
19
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
祝
日（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、
12

月
29
日
〜
１
月
３
日
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。
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配
偶
者
や
交
際
相
手
か
ら
の

暴
力
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

引
っ
越
し
の
際
は

水
道
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

 
（
敬
称
略
）

廃
車
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

固
定
資
産
税
を

縦
覧
・
閲
覧
し
ま
す

あ
す
な
ろ
猫

不
妊
・
去
勢
手
術
支
援
事
業

水道で困ったときは
連絡してください
当番月 業者名 連絡先
４、９、２ 安藤水工 ☎ 85-0527
５、10、３ ㈲毛利管工 ☎ 82-1023
６、11 ㈱森下組 ☎ 82-0174
７、12 ㈲畠田建設 ☎ 82-5857
８、１ ㈲筑添建設 ☎ 82-4661

年
金
受
給
者
が
所
在
不
明
に

な
っ
た
ら
届
け
出
が
必
要
で
す

学
生
特
例
納
付
制
度
を

継
続
す
る
人
は

ク
ア
ハ
ウ
ス
休
館

年
金

税
金

め
ん
べ
い
添
田
町
工
場「
売
店
」

パ
ー
ト
従
業
員
募
集

　令和３年度の水道当番
をお知らせします。漏水
や凍結など困ったときは
当番月業者にご連絡くだ
さい。水道メーターより
宅地側の修繕などは、個
人負担となります。

自
衛
官
採
用
試
験

献
血
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

バドミントン大会中止
　３月に開催していました「町民バドミントン大
会」は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため
中止します。
問 教育委員会社会教育課社会教育係
　 （☎82-2559）
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90歳の誕生日を山頂で祝福

毎 日、岩石山（454ｍ）に登っている川崎ヱミ子さん（伊原）
が90歳の誕生日を迎えた２月15日、登山仲間の皆さんが

岩石山頂でお祝いしました。90歳とは思えない軽い足取りで約
１時間ほどかけて山頂に到着した川崎さんを登山仲間が「おめ
でとうございます。いつまでもお元気で」とケーキや花束で祝
福しました。40歳のころ、添田町に引っ越してきて以来、ほぼ
毎日、岩石山に登っている川崎さん。90歳となった今でも、１
日に２回登る日があるといい、平成28年には岩石山登山２万回
を達成しました。「昨日は赤村方面から登りました。今日は午後
も登るかもしれません」と元気に語る川崎さん。「近くにとても
良い山があったおかげで毎日、登山でき、健康にも恵まれた。
これからも、毎日登っていきた
い」と笑顔を見せてい
ました。

を達を達を達を達を達を達を達を達成し成し成し成し成しししししましましましましましまししました。た。た。た。た。た。たたたた。た「昨「昨「昨「昨「昨「昨「昨昨昨昨日は日は日は日は日は日は日はは赤村赤村赤村赤村赤村赤村赤村赤村赤赤 方面方面方面方面方面方面方面面からからからからからからからから登り登り登り登り登り登り登り登登 ましましましましましましましましした。た。た。た。た。た。た。た。たた 今日今日今日今日今日今日今日今日今今 は午は午は午は午は午は午は午午後後後後後後後後
も登も登も登も登も登も登登登登るかるかるかかるかるかるかかもしもしもしもしもしもしもしれまれまれまれまれまれまれ せんせんせんせんせんせんせんん」と」と」と」と」と」と」と」 元気元気元気元気元気元気元気に語に語に語に語に語に語に語る川る川る川る川る川る川る川川川崎さ崎さ崎さ崎さ崎さ崎さ崎さ崎 ん。ん。ん。ん。ん。んん 「近「近「近「近「近「近「近近くにくにくにくにくにくにくににとてとてとてとてとととてとてとととと もももももも
良い良い良い良い良い良い良い山が山が山が山が山が山が山が山山がががあっあっあっあっあっあっあっっあ たおたおたおたおたおたおたおおたた かげかげかげかげかげかげかげかげげで毎で毎で毎で毎で毎で毎で毎毎日、日、日、日、日、日、日、、登山登山登山登山登山登山登登山登 できできできできできできでききききでき、健、健、健、健、健健健康に康に康に康に康に康に康に康康 も恵も恵も恵も恵も恵も恵も恵恵もも まれまれまれまれまれまれまれまま た。た。た。た。た。た。た。たたた
これこれこれこれこれこれここ からからからからからからかららも、も、も、も、も、も、もも 毎日毎日毎日日毎毎日日毎日日日登っ登っ登っ登っ登っ登っ登っ登っていていていていていていていてて きたきたきたきたきたきたきたこれこれこれこれこれれからかからからかららも、も、もも、も、も、も 毎日毎毎日毎日毎日日毎 登っ登っ登っ登っ登登っ登っていていていてててていていきたきたきたきたたたきた
い」い」い」い」い」」い」いい と笑と笑と笑と笑と笑と笑と笑顔を顔を顔を顔を顔を顔を顔をを顔 見せ見せ見せ見せ見せ見せ見せせ見 ていていていていていていいていい
ましましましまししましました。た。た。た。た。た。。

添
田
町
第
６
次
総
合
計

画
の
策
定
に
あ
た
り
、
10

年
間
の
人
口
の
推
移
を
５

歳
区
分
で
見
て
み
た
。
施

策
遂
行
を
客
観
的
に
見
て
ど
う
な
の
か
と
人
口

の
推
移
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
体
の
人

口
数
は
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
紛
れ
も
な
い

事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
各
年
齢
層
に
焦
点
を

当
て
見
て
み
る
と
施
策
の
効
果
も
あ
る
の
で
は

と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
▼
15
歳
か
ら
19
歳

に
年
ご
と
に
若
干
の
増
減
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ

は
、企
業
誘
致
の
成
果
で
あ
ろ
う
。「
め
ん
べ
い
」

の
添
田
町
工
場
の
誘
致
に
よ
る
若
い
高
卒
後
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
社
員
の
増
加
で
あ
る
。
企
業
の

誘
致
の
有
効
性
を
示
し
て
い
る
と
の
認
識
を
新

た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
40
歳
か
ら
44
歳
、

45
歳
か
ら
49
歳
の
増
減
も
見
逃
せ
な
い
。
若
者

定
住
施
策
で
の
若
者
定
住
住
宅
施
策
が
功
を
奏

し
た
の
か
と
も
感
じ
る
。
65
歳
以
上
も
増
加
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
は
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
と
、

75
歳
以
上
の
増
加
は
分
け
て
詳
細
に
見
る
必
要

が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
増
加
は
、
Ｕ
タ
ー
ン
で
の
ふ
る
さ
と
回
帰
等

が
見
て
取
れ
る
。
75
歳
以
上
は
一
律
に
は
言
え

な
い
が
、
年
を
増
す
ご
と
の
増
加
は
、
老
健
施

設
等
へ
の
入
所
な
ど
で
は
と
分
析
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
▼
こ
の
よ
う
な
状
況
を
見
る
に
つ
け
、

人
口
の
増
加
は
施
策
と
リ
ン
ク
し
て
い
る
が
、

減
少
の
ス
ピ
ー
ド
が
勝
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め

な
い
。死
亡
者
数
と
出
生
者
数
の
関
係
で
あ
る
。

死
亡
者
数
が
出
生
者
数
を
上
回
っ
て
い
る
た
め

か
な
り
減
少
し
て
い
る
の
も
現
実
で
あ
る
。
▼

添
田
町
第
５
次
総
合
計
画
で
掲
げ
た
、「
豊
か

な
自
然
と
歴
史
の
こ
こ
ろ
が
つ
く
る
活
力
の
あ

る
ま
ち
〜
ま
ち
は
ひ
と　

ひ
と
は
ま
ち　

連
携

と
協
働
で
つ
く
る
自
立
の
ま
ち
〜
」
づ
く
り
を

行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
か
ら

見
え
て
く
る
更
な
る
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

添
田
町
第
６
次
総
合
計
画
を
策
定
し
た
。「
い

つ
ま
で
も
健
康
で
住
み
続
け
ら
れ
る
・
住
み
た

く
な
る
ま
ち
」
を
目
標
と
定
め
て
い
る
。
▼
当

然
、
町
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
が
主
人
公
で
あ

る
。
そ
の
中
で
、
人
口
増
加
を
後
押
し
す
る
一

つ
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
と
感
じ
た
。
そ
れ
は
、
65

歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
増
加
で
あ
る
。
Ｕ
タ
ー
ン

そ
し
て
Ｊ
・
Ⅰ
タ
ー
ン
な
の
か
も
知
れ
な
い
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
る
の
か
、
自
然
豊
か
な

生
ま
れ
育
っ
た
「
ま
ち
」
へ
、
そ
の
近
く
へ
と

の
回
帰
と
言
う
現
象
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
若

者
の
回
帰
志
向
と
併
せ
、
人
口
増
に
は
こ
れ
ら

の
方
々
へ
の
支
援
が
一
つ
の
鍵
に
な
る
の
で
は

と
思
っ
て
い
る
。
空
き
家
の
活
用
も
あ
る
が
、

三
世
帯
同
居
な
ど
を
誘
発
す
る
支
援
策
も
考

え
、
情
報
発
信
を
し
て
い
き
た
い
。
半
農
半
Ｘ

と
い
う
取
り
組
み
も
出
て
き
た
▼
「
い
つ
ま
で

も
健
康
で
住
み
続
け
ら
れ
る
・
住
み
た
く
な
る

ま
ち
」
の
具
体
的
対
応
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。
皆
さ
ん
と
共
に
行
動
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
高
齢
化
が
進
み
、
こ
れ

ま
で
手
を
挙
げ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て

い
た
だ
い
て
い
た
人
が
減
っ
て
き
た
。
▼
地
域

で
何
か
や
ら
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
方
も
多

く
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
皆
さ
ん
一
緒
に
「
こ

の
指
止
ま
れ
」
と
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
が
、

添
田
町
第
６
次
総
合
計
画
に
示
す
「
他
人
事
」

か
ら
「
自
分
事
へ
」
で
あ
る
。
行
政
、
住
民
が

こ
の
輪
の
中
に
入
り
皆
で
取
り
組
む
。
そ
の
た

め
に
は
、
地
域
の
様
々
な
主
体
（
人
）
で
の
集

ま
り
を
、
町
が
少
し
お
手
伝
い
し
作
り
上
げ
る
。

そ
れ
が
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
、
活
性
化
の
実
効

性
が
確
保
で
き
る
。
今
か
ら
で
も
遅
く
あ
り
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
と
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。「
ま

ち
づ
く
り
」
を
「
他
人
事
」
か
ら
「
自
分
事
へ
」、

あ
な
た
と
町
と
の
協
働
で
す
。

毎日、岩石山に登る川崎さん

祝福に笑顔を見せる川崎さん

「90歳おめでとう！」のメッセージ
ボードでお出迎え
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